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実在するフィクション
マグリットのアンリアルな絵画に描かれた風景に、これまで何度も世界のあちこちで出合ってきた。

手前が夜で、室内に明かりが灯る家のシルエットの向こうに青空が拡がる情景には

中南部フランスで何度も出合ったが、まあそんなにびっくりしない。

岩山が鳥のシルエットとして現れる「アルンハイムの領地」［1］には、

なんとタジキスタンのコログ（アフガニスタン国境の街）の月夜に出合うことになった。

 「ピレネーの城」［2］は、ローマからそう遠くないカルカータで

木 に々覆われた山の間に着地寸前で浮かんでいるようだった。


